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一
二
日
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内

め灰

竹

わか

号

〆界 入
札ぷず
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一
四
日

一
五
日

一
七
け

// 

一
八
日

一
九
日

II 

月

I/ 

二
二
日

II 

二
回
目

II 

二
五
日

II 

二
六
日

II 

二
八
日

II 

三
O
目

一一二

日

II ，， 

会
の
打
合
せ
会
開
催

泊
病
院
組
合
犠
会

昭
和
三
十

一
年
度
決
算

問
定
の
件
等
に
つ
い
て

午
前
提
養
母
地
部
会
午

後
政
業
委
員
会
開
催

厚
生
寮
事
務
監
査

例
月
会
計
検
査

腕
会
経
済
委
員
会

入
溺
税
等
の
件
に
つ
い

て
辞
織

土
地
改
良
区
盟
事
長
会

流
水
容
土
事
業
等
に
つ

い
て
協
議

議
会
文
淳
委
員
会

国
保
第
二
回
追
加
更
正

予
算
そ
の
他
に
つ
い
て

審
議
融
会
総
務
香
員
会

第
一
回
追
加
更
正
予
算

そ
の
他
に
つ
い
て
審
議

地
区
遺
狭
会
長
会
読
開

制
臨午
前
十
時
よ
り
文
厚
委

員
会
午
後
二
時
よ
り
第
九
回

臨
時
町
議
会

消
防
分
間
長
会
献
を
消

防
明
会
般
室
に
お
い
て

用
組

い
よ
／

1
火
事
の
多
い
時
祭
に
な
句
ま
し

l
（
 

秋
手
消
防
演
習
の
件
及
た
、
本
町
で
も
妓
近
一
ヶ
月
ば
か
り
の
問

び
秋
季
火
災
予
防
運
動

に
五
回
も
の
出
火
さ
わ
き
で
す
。

に
つ
い
て

協

議

そ

れ
で
十

一
月
末
か
ら
一

週
間
防
火
週
間

町
民
体
育
大
会
打
合
せ

に

入
り
「
火
の
用
心
」
を
一
そ
う
酷
震
に

会
間

協

し

よ
う
と
云
う
運
動
が
全
国

一
斉
に
行
な

筋
四
問
削
日
町
民
体
育
わ
れ
ま
す
。

大
会
開
側
、
好
天
に
恵一

〉

一

「
早
い
通
報
、
少
し
損
宙
」

J

一も
し
出
火
し
た
ら
早
〈
梢
防
に
報
ら
せ
よ

舟
見
中
学
校
創
立
十
周

一

年
記
念
式
典

一
号
、
そ
し
て
少
い
損
笹
で
終
ら
せ
よ
4
0

町
犠
文
厚
委
員
会
開
催
一
ご
れ
が
今
度
の
遇
聞
で
強
く
叫
ば
れ
る
槙

国
体
グ
ラ
ン
ド
工
事
入

一詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
木
町
で
は
最

札
の
打
合
せ

一近
特
に
H
W

ん
の
程
菅
が
徹
保
さ
れ
て
き
て
消

秋
象
消
防
演
習
行
わ
る

一防出荷
へ
の
秘
ら
せ
が
非
常
に
早
く
さ
れ
る

小
川
中
学
陵
創
成
五
十

’
の
と
附
近
の
人
遠
の
消
火
に
協
力
下
さ
る

同

年

記

念

式

典

お

蔭

で

何
れ
も
大
き
な
火
災
に
な
ら
な
い

農
糾
産
物
品
評
会
員
集

－
で
済
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
間

一
と
た
つ
、
煙
突
附
近
、
農
家
で
多
い
取
灰

催

一
か
ら
の
出
火
等
が
こ
れ
か
ら
多
い
火
事
の

日日
六
日

七
日

九
日

全

国

火

災

予

防

運

動

消

防

砦

原
因
で
す
か
ら
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
火
を
使
4
所
や
器
具

は
も
う
一

度
よ
く
検
ベ
て
悪
い
と
こ
ろ
は

す
ぐ
直
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
気
附
師
団戸
は
必
ず
マ

の
マ

ー
ク
の
あ
る

も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

又
ビ
ニ
ー
ル
髄
磁
の

コ
ー
ド
は
ね
ず
み
が

好
ん
で
か
じ
り
ま
す
か
ら
平
常
自
に
つ
か

な
レ
所
に
使
っ
て
あ
る
場
合
は
時
々
点
検

が
必
要
で
す
。

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で

の
木
運
動
週
間
中
は
朝
七
時
と
晩
の
九
時

に
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
す
。
叉
署
員
、
団

員
が
各
職
場
や
家
庭
の
予
防
査
察
に
廻
り

ま
ず
か
ら
一
緒
に
よ
く
点
検
し
て
御
宅
を

そ
し
て
私
達
の
町
を
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。
火
災
予
防
運
動
実
施
期

間
中
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
方
法
。

鳴
十
五
秒
鳴
十
五

秒

鳴

十
五
秒

i
i！
休
．六
科

l
E肘
六
割

l
j

第
九
回
臨
時
議
会

十
月
三
十
日
開
悩

艶
笑
第
一
号
朝
日
町
財
政
再
建
計
繭
の

一
部
変
更
の
件

（
歳
入
歳
出
年
次
計
閥
、

現
過
年
度
調
定
分
の
羽
の

徴
牧
計
画
、
税
滞
納
接
国

計
画
）

昭
和
三
十
二
年
度
判
日
町

議
入
歳
出
第

一
回
迫
加
盟

正
予
算

昭
和
三
十
二
年
度
朝
日
町

簡
易
水
道
管
理
費
特
別
会

計
歳
入
歳
出
第

一
回
追
加

更
正
予
算

昭
和
三
十
二
年
度
朝
日
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

議
入
議
出
第
二
回
追
加
更

議
案
第
二
号

議
案
第
三
号

誠
実
第
四
号

定
予
算

昭
和
三
十
二
年
度
朝
日
町

同
氏
舵
康
保
険
直
常
大
家

庄
診
療
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
第

一
回
追
加
更
正
予

算問
、
笹
川
診
療
所
特
別
会

計
歳
入
露
出
第

一
回
追
加

更
正
予
算

問
、
境
診
療
所
特
別
会
計

歳
入
巌
出
第
一

間
追
加
更

E
予
算

以
上
の
外
に
町
村
議
会
事
務
局
を
設
置
し

得
る
よ
う
地
方
自
治
法
第
百
王
十
八
条
の

改
正
方
に
つ

レ
て
の
窓
見
書
に
つ
い
て
及

び
挽
出
の
件
裁
に
原
水
様
策
験
の
即
時
蕪

条
件
探
止
協
定
締
結
原
子
兵
器
持
込
み
禁

止
協
定
締
結
及
び
被
爆
者
援
謹
立
法
化
要

求
に
関
す
る
意
見
密
に
つ
い
て
及
び
提
出

に
つ
い
て
辞
識
さ
る
。

柑
附
集
第
五
分

議
案
第
六
号

税
案
第
七
号
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大
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圧

は
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発
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記
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氏
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会
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新
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な
っ
た
虫
採
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タ
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人

参

久

我

口

移

柴

山

崎

そ

れ

ぞ

れ

入

選

さ

れ

た

。

ー
に
お
い
て
第
三
国
農
林
産
物
品
評
会
が
一

F

柳

沢

照

子

H

第

一

位

開
催
さ
れ
審
査
結
果
左
記
の
方
々
が
受
賞
一

長

芋

青

島

秀

治

野

中

藤

田

伊

藤

大

家

圧

三

枚

橋

さ
れ
日
頃
の
雲
仙
の
程
が
伺
わ
れ
ま
す
。

一

手

竿

沢

田

す

み

子

大

家

庄

し

ろ

が

ね

配

牧

四

、
六

一一
一石

（農
産
物
品
辞
会
賃
貸
者）

一

旦

苧

佐

総

与

三

古

山

川

第

二

位

一

馬

鈴

事

竹

内

俊

一

笹

川

岡

田

新

作

大

家

庄

舟

川

新

壱

等

賞

一

柿

森

岡

俊

雄

山

崎

こ

し

ま

な
み

反
政
四
、
三
六
五
石

米

高

松

斉

亙

大

家

庄

一

p

寺

田

友

治

五

箇

庄

小

沢

勝

即

大

家
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横

－水

大

豆

葬

京

子

が

一

ρ

岡

田

徹
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家

圧

金

南

風
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政
四
、
一
一
三
七
石

結
球
白
菜
氷
野
凶
悪
山
知
五
箇
「

一

F

能

沢

栄

次

郎

グ

第

三

位

人

多

久

我

口

出

政

山

崎

一

タ

マ

ゴ

池

田

久

成

グ

清
水
正
夫
大
家
庄
金
山

馬

齢

密

竹

内

美

千

枝

笹

川

一

鹿

熊

昭

蔵

山

崎

農

林

三

二
号

反

牧

四
、

一
九

O
石

川

；

州

場

町

制

問

中

一
（木
炭
口
問
辞
会
曳
賞
者

）

百

石

正

一

時

中

西

中

気

等

賞

、

～

…

…

げ

附

常

引

け

蛇

谷

し

ろ

が
ね
反
牧
四
、
一
七
一
一
石

米

沢

田

す

み

子

大

家

庄

一μ

沢
田
賢
二
大
山
本
庄
金
山

ベ

リ

隣

国

忠

夫

ρ

一

戸副

賀

県

事

務

所

長

息

藤

原

五
号
反
牧
四
、

二
ハ
O
石

豆

水

井
繁
次
一

H

一移
】
等

賞

菅
島
二
三
夫

山

崎

清
水
信

一
大
家
庄
金
山

結

球

由

来

雌

井

捌

H

一
九

副

制

下

町

政

木

M
M設
以
長
時

比

は

い
は
は

同

は
－

H

山

本

徹

野

中

一

小
．
以
在
山

H

・

I
・－

l
：

l
i－
－；

l
・

l
－

キ

ャ

ベ

ツ

岡

田

由

数

大

家

庄

一

竹
内
古
次
郎
蛭

谷

一
…
納

税

優

良

町

内

会

の

表

彫

…

ホ
ウ
レ
ン
草
山
崎
省
三

H

一
参
等

賞

来

上

芳

際

大

平

一

一

グ

山

中

み

徹

野

心

中

一

上

不

治

士

ロ

山

崎

一
菊
花
か
を
る
十
一
｝
三

1
1化
り
日
・
姦

葱

除

目

覚

平

大

発

比

一

長

持

米

吉

ρ

一
し
過
去
一
ヶ
年
間
納
期
内
納
税
成
績
の
も

背

山

丈

古

川

伸

一

青

島

袈

三

ゲ

一
っ
と
も
良
好
な
町
内
会
主
彰
致

人

参

名

越

均

L

自

長

問

要

作

H

一

1
、

z
im刈
日
町
九
O
の
町
内
全
一
の

州
内
九
郎
兵
衛
斜
川

一

白

山訴

の

部

一
日
一
一
一
制
一
一
川
和
和
成
績
九
C
M
N
以
上
の
友

参

等

賞

一
主

将

抗

長

主

去

最

笹

川

一
詑
町
内
会
い
か
怖
く
決
穏
を
受
け
ら
れ
た
の

州

政

一

間

以

哨

保

て

川
目
下
新
川
地
K
一本
氏
協
策
会
長
賞
）

一
で
あ
り
ま
す
が
こ
の
町
内
会
は
い
づ
れ
も

H

舟

本

苔

代

治

野

中

一
気
付
司
、
賞
長
一
似
弥
f

蛭

谷

一
い
ち
早
く
納
一脱
協
力
会
を
結
成
さ
れ
た
と

ρ

門

口

栄

作

大

家

庄

十
参

等

賞

小

林

稔

笹

川

一
こ
ろ
で
会

μ
の
眠
時
批
な
納
殺
怠
欲
が
今
日

大

豆

七

沢

れ

い

子

山

崎

一
j
i
l－－
j
f
i
f
t
i－－－
J
J
J
J
・－－

’；

t
－
の
成
洪
を
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

小

豆

品

中

久

勝

大

家

H

比

一
開

和

三

十

二

作

民

こ

れ

ら
の
協
力
会
の
う
ち
で
会
長
自
ら
納

紘
球
的
伝

説

M

降

一

究

節

止

造

林

功

労

者

則

限

併

に

分
悼
の
窓
口
で
公

μ
の
納
掛
状

1

湘
哨
3

1
以

…

寸

次

家

出

ホ

υ
的

引

け

（

山

崎

）

配

を

M
’は
し
て
納
税
成
献
の
向
上
を
計
つ

M
M

閥

uり
さ

号

。

ね

じ

八
五
郎
ハ
舷
さ
）

一
て
肘
ら
る
L
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ベ
ツ
西
村
向
次
玄
白
・
仏

一

ホ

ウ

レ

シ

草

水

野

清

恵

知

グ

大

総

覚

一

（

南

保

〉

一

美

徳

が

や

が

て

朝

日

町

余

地

域

に

及

び

真

グ

森

川

繁

大

家

正

竹

内

弥

三

松

（

笹

川
）

一
に
明－
G

い
町
政
の
実
現
を
矧
待
致
し
ま
す

忍

石

井

間

作

大

欲

正

眼

佐

保

照

（

噴
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一

♂

グ

抗

児

院

一

五

節

庄

花

開

背

年

会

（

山

時

〉

一一
見
民
教
町
内
会

(2) 昭和32年11月20日発行ひさあ第 27号

米
つ
く
リ
朝
日
一

一O
心
%

十

一
月
十
四
日
午
后
泊
中
学
校
に
於
て

区
域
P
T
A
、
学
校
教
育
研
究
会
、
教
職

員
組
合
共
催
で
教
育
懇
談
会
が
闘
か
れ
た

泊
地
区
は
勿
論
速
く
は
境
、
山
崎
地
区

か
ら
約
三
百
名
の
父
母
教
師
が
集
ら
れ
充

実
し
た
会
合
で
あ
っ
た
。

先
づ
分
科
会
が
も
た
れ

第
一
分
科
会
進
学
就
職
に
つ
い
て

進
学
就
壌
の
え
ら
び
方
、
そ
の
準
備

こ
れ
に
つ
レ
て
の
悩
み

第
二
分
科
会

家
庭
に
お
け
る
こ
ど
も

の
生
活
態
度
に
つ
い
て

今
の
こ
ど
も
普
の
こ
ど
も
、
こ
ど
も

の
し
つ
け
、
家
事
の
手
伝
、
こ
ど
も

一

の
不
満

－

E
’
院

な
ど
お
互
い
の
切
実
な
悩
み
と
体
験
と
希
一

誠
悶
温

望
が
話
し
あ
わ
れ
た
。

一

機

綴

y

つ
い
で
全
体
会
議
に
う
つ
り
、
大
半
教
一

務
院

間

育
長
さ
ん
の
力
強
い
献
肋
の
併
を
う
け
、

一

平
八以（一よ

各
部
会
の
報
告
が
文
時
の
代
災
に
よ
っ
て

一

九
円
、

行
わ
れ
た
。

一べ
円
h
a

．f

最
後
に
県
議
会
の
紅
一
点
、
上
滝
タ
ミ

一

f
b
．、
“

女
史
の
「
現
下
教
育
の
諮
問
問
」
と
凶
す

一

や

ν
一－

u

る
灯
殺
な
お
話
が
あ
っ
た
。

一竹内山一

バ

町
、

温

時
間
ふ
る
日
あ
の
短
い
午
信
、
村

U
T
i円．
一

ru－－

A
協
阪
会
長
さ
ん
の
附
会
の
併
は
暗
く
な
－
慌
引
h
h
J

1
f

j

っ
た
五
時
、
こ
れ
ま
で
共
泊
の
悩
み
の
俳

W
け
寸

t
J
1
叫
fh
’
a

決
に
あ
た
ら
れ
た
方
局
の
熱
な
と
御
汗
労

批
判
叫
円
j
t

h山
W
I－－J
Jr

、
区
域
の
父
母
教
師
の
結
び
つ
き
が
い
よ

一
が

対

～
心
二
シ
〉
戸
、

い
よ
深
め
ら
れ
、
こ
ど
も
の
成
長
と
幸
福

一

泌

怒

選

滋

川
崎

に
一
一
胞
の
進
展
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
は

AL
－

・
5
：
LV
a？
昭
一
号

れ
し
い
限
り
と
い
え
よ
う
。
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一
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蛭
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u
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M
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四
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九
九
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九
六
M
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一
%

九
一
%

九

一

%

九
O
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九
0
．
%

以
上

教

育

懇

談

会

第

四

回
町

民

体

育

大

会

絶
好
の
小
称
臼
和
り
に
恕
£
れ
た
第
四

回
朝
日
町
民
体
育
大
会
は
十
一
月
三
日
泊

一
小
丸
山
公
園
に
お
い
て
万
余
の
観
察
の
も

一
と
に
午
前
九
時
よ
り
開
会
さ
れ
た
。

一
各
区
の
得
点
成
横
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一

位

境

二

十

七

点

二

位

大

家

庄
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点

三
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位

笹
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十

点

四

位
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崎

十

六

点

五

位

南

保

十

四

点

六

位

山

崎

十

四

点

七

位

泊

三

区

十

三

点

八

位

泊

一

区

十

二

点

九
位

泊

二
区

十

一
点

十

位

五

筒

正

八

点

十

一

位

野

中

三

点

な
お
中
距
離
二
千
米
継
走
は
①
境
①
山
崎

①
泊
一
区
①
五
節
庄
＠
泊
二
区
①
宮
崎
の

順
で
あ
っ
た
。

写
真
は
体
育
大
会
開
会
式



一
て
機
桝
の
改
革
、
人
民
の
撚
聞
を
断
行
し

一同
九
月
に
は
宮
崎
支
所
を
際
J

ほ
す
る
等
、

臨
力
消
質
的
内
部
管
理
事
務
の
間
禁
圧
縮

訪

を
岡
り
経
由
の
節
減
に
努
め
た
が
、
議
入

附
和
二
十
九
年
八
月

一
日
を
機
と
し
て
旧
泊
区
域
の
う
ち
八
ケ
町
村
が
大
間
合
併
を

の
聞
に
お
い
て
、
税
制
の
改
革
に
よ
り
、

し
て
新
に
人
口
二
四
、
二
五
六
人
間
段
四
二
四
、
八
二
万
粁
県
下
有
数
の
大
町
と
し
電
力
闘
係
償
却
資
産
に
係
る
同
定
資
産
税

て
発
足
し
て
か
ら
平
く
も
尚
三
ヶ
年
を
経
ま
し
て
そ
の
間
多
少
迂
余
曲
折
は
あ
っ
た
の
自
分
が
一

、
四
O
O万
円
程
度
減
少
す

も
の
の
新
し
い
町
造
り
の
た
め
の
種
々

の
事
業
が
行
わ
れ
、

大
朝
日
町
の
形
態
が
年
る
こ
と
与
な
っ
た
た
め
年
度
末
に
お
い
て

と
共
に
控
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ら
り
ま
す
。
は
却
っ
て
亦
字
が
哨
え
る
現
象
と
な
り
資

こ
L
に
合
併
後
の
町
財
政
の
歩
み
を
皆
織
に
御
知
ら
せ
し
て
必
く
問
解
し
て
い
た
だ
金
繰
り
は
態
h

附
難
を
版
め
町
財
政
の
組

合
今
後
の
財
政
迎
常
に
御
協
力
を
御
聞
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
会
化
は
ゆ
る
が
ぜ
に
で
き
な
レ
急
務
と
な

一
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

合
併
後
の
決
算
及
び
昭
和
三
・
・
庁
二
年
度
予
算
に
つ
い
て

一昭
和
一
一
子
一
年
度
、
さ
て
こ
の
よ
う
な
状

昭
和
三
十
九
年
度
、
合
併
の
行
わ
れ
た
年

一
憾
さ
れ
建
全
な
る
朝
日
町
の
発
展
の
た
め

一態
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
の
は
一
人
我
が

皮
で
あ
旬
、
合
併
が
年
度
中
途
で
あ
っ
た
に
は
先
ず
町
財
政
の
陸
直
し
が
必
要
と
な
一削
日
町
だ
け
で
は
な
く
、

全
闘
的
に
も
地

た
め
非
引
に
似
雑
な
状
勢
の
も
と
に
財
政
っ
て
診
り
ま
し
た。

方
財
政
が
凶
泊
し
財
政
的
に
破
紘
寸
削
の

W
M
常
が
な
さ
れ
て
お
り
前
半
に
お
け
る
旧
こ
の
間
に
お
い
て
も
、
合
併
の
効
果
を
紘
一a

同
体
も
数
多
く
で
き
た
と

こ
ろ
か
ら
、

国

町
村
と
の
関
係
も
あ
り
、
総
ベ
て
に
お
い

一
げ
る
た
め
に
は
、
諸
経
費
の
効
率
的
運
用
一家
行
政
の
法
躍
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
財

て

一
首
位
を
保
て
ぬ
事
情
も
あ
っ
た
が
、

一
を
怠
ら
ず
、
昭
和
三
十
年
度
当
初
に
お
い

一政
利
組
と
云
う
こ
と
が
重
硬
な
凶
の
施
策

次
年
度
以
降
に
比
し
、
消
費
的
経
質
に
お

一

沼
対
必
f
k
広

い
て
は
合
併
関
係
世
用
等
に
よ
り
一
、

O
一
、）
’

E
E
J

0
0万
円
の
納
額
を
児
て
お
り
、
技
資
的

－
ら
で
「
i
l
lJ
え
入

経
費
に
お
い
て
も
、
関
係
日
町
村
と
の
間

一
か
ま
「
｜
｜
」
J

度
度

の
閲
迎
し
た
事
楽
並
び
に
新
町
住
設
の
た

一年
年

め
の
諸
事
業
が
、
急
連
に
実
施
さ
れ
た
こ

↑

m
m

と
に
よ
り
約
二
、

0
0
0万
円
の
増
と
な

一抑
仰

っ
て
お
り
ま
す
。

一
川
閣

と
れ
等
は
勿
論
合
併
当
初
に
お
け
る

一
時

的
な
財
政
需
要
の
膨
践
で
は
あ
り
ま
し
ょ

う
が
合
併
の
際
に
持
得
っ
た
許
可
外
負
依

と
共
に
赤
字
財
政
の
製
図
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
度
、
こ
の
よ

4
に
し
て
合

併
初
年
度
に
赤
字
が
発
生
し
た
上
に
更
に

昭
和
一
二
十
年
度
に
か
け
て
地
元
立
替
金
等

の
名
目
に
よ
り
岡
山
A

の
事
業
が
行
わ
れ
こ

れ
が
ま
た
赤
字
を
作
る
原
因
と
も
な
り
、

赤
字
の
上
に
赤
字
を
重
ね
る
所
以
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
赤
字
の
累
増
と
共
に
資
金
の
損
作

は
段
荷
と
難
し
く
な
り
殊
に
園
の
金
融
引

締
政
策
に
倖
い
全
く
符
詰
る
状
態
と
な
る

と
と
も
あ
り
、
こ
の
ま
L
で
は
到
底
今
後

の
財
政
運
営
が
続
け
ら
れ
な
レ
こ
と
が
痛
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第
二
期
分
納
期
は
十

一
月
一
円
か
ら
十

－
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

期
限
に
遅
れ
な
よ
う
早
円
に
完
納
し
て
下

さ
い
。
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主
一
四
千
円

昭
和
三
十
二
年
度
予
算
現
頼
は
一

O
、
九
一
再
建
計
画
額
及
び
昭
和
三
つ
一
ニ

O
、
二

一
七
万
円
と
な
り
、
外
に
簡
易
水
道
特
別
一
九
年
度
決
算
と
共
に
、
そ
の
概
況
を
次
掲

会
計
分
て

O
O四
万
円
を
－
応
加
え
て
一
致
し
ま
し
た
。

で
あ
り
ま
す
が
、
当
初
予
算
に
つ
い
て
は

本
鈷
四
月
号
で
発
表
し
て
お
り
ま
す
の

勺
省
略
寸
る
と
と
ふ
し
、
そ
の
後
十
月
末

に
は
本
年
度
第
一
回
の
追
加
更
正
予
算
を

行
い
、
町
税
に
お
い
て
は
、
入
湯
税
影
法

の
改
正
に
依
り
普
通
税
か
ら
目
的
税
に
組

替
え
、
変
付
金
、
納
付
金
及
び
電
気
ガ
ス

税
の
増
及
水
利
地
誰
税
の
減
額
分
を
見
込

ん
で
一
一
一

O
万
円
の
増
と
な
り
地
方
・
交
付

税
で
は
、
給
与
改
定
財
甑
等
の
増
額
に
よ

り
ご
四
＝
一
万
円
追
加
し
、
分
担
金
負
担
金

国
県
支
出
金
‘
容
附
金
、
地
方
債
に
お

い
て
は
、
物
件
費
及
び
授
接
的
経
費
に
符

号
特
定
財
源
の
増
減
を
見
込
ん
だ
が
、
地

方
財
政
法
の
改
E
に
よ
り
、
今
聞
か
ら
特

別
会
計
に
よ
り
、
処
理
さ
れ
る
と
主
与
な

っ
た
。
簡
易
水
道
事
業
費
を
減
額
特
別
会

計
主
し
た
と
と
に
よ
り
合
計
に
お
い
て
一

主
一
万
円
の
誠
と
な
っ
た
。
歳
出
に
つ
い

て
は
人
件
費
で
九
月
末
に
特
わ
れ
た
人
員

整
理
に
伴
4
減
額
職
員
給
与
改
定
に
よ
る

増
額
及
び
退
職
手
当
一
八

O
万
円
を
見
込

ん
で
、
三
四
二
万
円
を
追
加
L
、
物
件
費

で
は
、
燃
料
及
び
旅
費
の
傭
上
り
分
を
最

昭

和

三

十

＝

年

度

第

歳

入

一

、

町

税

一
、
二

O
七
千
円

二
、
地
方
交
付
税
二
、
四
三
五
千
円

三
、
分
担
金
負
担
金
A

四
、
五
六
四
千
円

四

、

国

庫

支

出

金

一

八

O
千
円

五
、
県

支

出

金

ム

ニ

六

三

千

円

六

、

寄

附

金

七

六

六

千

円

七

、

地

方

債

A

一
、
三

O
O千
円

八

、

そ

の

他

二

五

千

円

計

ム
一
、

7 
2 

少
限
度
に
見
込
み
、
金
庫
事
務
手
数
料
及

び
特
定
財
源
の
増
額
に
倖
う
も
の
を
加
え

て
ニ
一
O
万
円
の
追
加
と
な
り
、
そ
の
他

で
は
、
舟
見
中
学
校
組
合
の
負
担
金
、
許

可
外
負
債
の
一
部
償
還
費
全
見
込
み
、
野

中
用
水
組
合
負
担
念
を
減
額
し
て
‘
一
九

万
円
を
誠
額
し
、
投
資
的
経
費
で
は
補
助

事
業
で
山
崎
小
学
校
改
築
費
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
購
入
費
、
耕
地
災
害
復
旧
事
業
費

等
を
増
額
し
、
簡
易
水
道
事
業
の
分
を
特

別
会
計
と
し
て
、
主
九
二
万
円
を
減
額
し

単
独
事
業
で
道
路
改
良
事
業
、
宮
崎
駅

敷
地
買
取
事
業
、
教
育
施
設
鞍
備
事
業
、

観
光
施
設
整
備
事
業
等
の
た
め
＝
＝
一

O
万

円
を
追
加
し
た
。

『
公
債
費
で
は
金
利
引
下
げ
に
よ
h
v
誠
額

ず
る
分
茸
万
円
及
一
時
借
入
金
利
子
の
不

用
額
八
五
万
円
を
減
額
L
、
そ
の
他
で
は

前
年
度
繰
上
充
用
金
に
＝
ニ
ニ
万
円
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
糠
出
金
主
四
万
円

を
追
加
L
予
備
費
を
問
。
九
万
円
滅
額
し

て
合
計
二
忠
一
万
円
の
拡
と
な
っ
た
。

回

更

正

予

算

歳

出

一
、
消
費
的
経
費
五
、
三
コ
二
千
円
・一

判
人
件
費
主
、
四
一
九
千
円

刷

物

件

費

二

、

一

O
O千
門

的

そ

の

他

ム

一

八

八

千

円

一一
、
．
投
資
的
経
費
ム
一一一
、
六
二

O
千
円

川
補
助
事
業
ム
五
、
九
一
七
千
円

同
単
独
事
業
二
、
二
九
七
千
円

一ニ
、

公

債

費

ふ

九

O
O千
円

四

、

そ

の

他

ム

ニ

、

＝
一
二
五
千
円

・十・
官
”

ム
一
、
五
一
四
千
円
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昭和29年度～昭和31年度の決算並びに昭和32年度予算の概況

〈単位千円〉

29年度30年度31年度 32年度
l再建計画i予算現額

巴」と3~1竺~i竺5！竺。｜竺1
防地方交付税；10 ,t.>56j 24，δ95: 19,174j 17,2761 17,276 

I~ I 6,6211 4,0凶 4,4531 丸1111τ 4
盟金主魁（一一一｜一一一一｜一一一一一一 ｜一一－
¥.;!./ I 2,054' 2,637 Z,878 :1,0041 2 916 
使間料手数料 I 

-.VI羽陳支出金・1 I i 一一一~！

~~金！三？三~：＿＿＿：竺~j＿：ピ~~Iヱ：－~~I二三竺
！①得附金I 2,469. 1,215j 2,258: 1,4161 1,146 

k!J地方 債 13,200 11,100: 55,4叫 9,000 9,000 
1－一一一一一ー一一一←一一一一一一一』一一一一一l一一一一I－一一一
陪その他J竺51~3.三~i~i 竺
成入合計 1礼的s;J却 ，1soj112, 468! 119. 8671 119. 215 

入

分

自食

区

〈単位千円〉

1~ I I '3 '::;ll 三巧一
129年度；30年度i31年度i訂冨吉百弓額

。消費的経費：100,7'!41 88,3851 93,583! 68,672: 68,076 

！ω人 件盛！－21-:-29打開126苅可訓［）~＇
（倣豆二坦巴豆到主主？日~；~：二亙竺3J~亙~
Wその 他132,2201釘，ns144,6041 14,rns1 14.210 
！①投資的経費｜寸o~：幻6忙蕊プ40ー3ら；－；－121!---g:ξ百oヨ~~－~6?
1(1）補助事業1＝~1 , 25:}1二18,71G[J!_O ._:i~＿5仁竺~－0 ＝~6_,_77” 
I（通達亙主主！コロ~［－旦三笠｜－」主61 そ，~~，－~，幻7
l①公債艶＇. 4,1791 6,3531 8,6481 15，叫 15，仙

川政再建債！ ｜ 二五1い0,628! 日斗
ん利償還金｜一一一・｜一一一｜一一ーしよー！一一二一
同その他I4,1791 6,3531 1,2411 s,366 1,126 

I©その 他｜可制1=3£:3661二号？1＝~（1131！＝－~－9
｜語百否tfll58,414J_!_54,844l173,699J 119,867: 119,215 
一 天語面否~ll"lζぬプ661634再出広寸ヲ3i! ol σ 

出

分

高監

区

必4
F失

（餅百3／城求〉

f貧公
~8: tJIJP 

2f、！＂U.争

//./ZJ 

7、.！＂＇,J'p 
， λ£6~ 
.Yz.S~ 

足取身

P.＊.曾~~者
政商剥伺え
増穂町ィ疋

小J:掴ぽ
:fの 4也

\I~忍 4乏

教
え
4

祝
椛

説
税
申
爪
叫
叫
仙
即
削
刑

判
劫
抑
制
山
山
駅
帥

a入
電

必

m

f
ん
J

一蹴抑止

町 民及

〉允:K ti) 入バ又主主

7‘pptJ 

/17<?" 

3J>t?'7 

；とt?tl() 

//?t?ρ 

S: .?PtJ 

(L_ t>t' t) 

必，
R
y

，？

げ
吋
多

f

何
4
2
4

M
N
J
／
九

ρ
／

p
月

つ北昭
ν、海 和
て道三
開十
拓三
実年
習度
生
の
募
集
に

北
海
道
の
開
拓
を
志
す
青
年
に
北
・必
道

開
拓
営
農
の
方
法
と
農
家
生
活
様
式
を
体

得
さ
せ
、

入
植
後
の
定
着
ど
経
営
発
展
を

図
り
、
も
っ
て
開
拓
事
業
の
推
進
に
寄
与

さ
せ
る
た
め
、

次
の
要
領
に
よ
り
昭
和
三
ー

十
三
年
度
北
海
道
開
拓
実
習
生
を
募
集
す

る
の
で
希
望
者
は
役
場
農
椋
係
に
詳
細
を

お
問
合
せ
下
さ
い
。

要

領

て

第
一
部
生
、
道
立
拓
植
実
習
場
で
三

十
三
年
三
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
末
日

ま
で
一
年
間
開
拓
営
農
方
法
に
関
す
る

学
科
お
よ
び
実
務
の
教
習
を
受
け
る
。

二
、
第
二
部
生
、
入
相
予
定
地
近
傍
の
寮

托
出
家
に
お
い
て
前
記
一

年
間
段
業
の

実
習
を
受
け
る
．

応
募
資
格

尚
二
十
才
以
上
三
十
才
未
満
の
者
で
単

身
入
場
し
所
定
の
教
習
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
も
の

学
歴
は
制
限
し
な
い
が
農
業
に
経
験
を

有
し
身
体
強
健、

志
操
堅
固
で
北
海
道

開
拓
の
熱
意
を
有
す
る
者
突
習
場

一
、
十
勝
拓
徳
突
習
場

二
、
釧
路
拓
植
宍
習
場

経

強

寄

宿
舎
に
牧
容
し
賄
費
教
材
費
若

千
を
必
要
と
す
る
が
舎
費
授
業
料
は
徴

岐
し
な
い

突
習
終
了
者
の
属
鍍

郎
則
と
し
て
北
悔
道
の
あ
ら
か
じ
め
指

定
す
る
開
拓
地
に
集
団
入
植
さ
せ
る

（配
分
予
定
面
積
約
二
十
町
歩
）

出
願
期
限
及
び
提
出
先

昭
和
三
十
三
年
一
月
二
十
日
ま
で
に
町

長
経
由
、
県
知
事
に
提
出
．す
る
こ
と
。



(6. 

宮
崎
駅
の
設
置
が
決
定
し
た
今
年
の
四

月
か
ら
、
地
元
民
放
び
に
関
係
者
の
、
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
が
つ
づ
き
、
つ
い
に
十
一

月
二
十
日
宮
崎
駅
が
新
発
足
し
た
。

同
日
午
前
十
一
時
四
十
三
一
分
発
上
り
、
米

原
行
が
、
す
べ
り
込
み
、
宮
川
友
子
さ
ん

野
田
亮
子
さ
ん
扇
谷
美
保
子
さ
ん
の
ゴ
一名

か
ら
、
同
列
車
機
関
士
、
車
掌
、
駅
長
さ

ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
花
束
の
附
男
が
あ
り
地

元
民
の
喜
び
の
倣
問
に
送
ら
れ
、
五
巴
の

テ
1
プ
を
切
っ
て
発
車
し
た
、
引
続
ラ
駅

前
広
場
に
お
い
て
、
開
通
式
が
符
わ
れ
た

が
、
功
労
者
へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
附
ら

れ
叉
、
十
河
国
鉄
総
獄
、
古
田
県
知
郡
の

外
多
数
の
祝
辞
が
あ
っ
て
、
持
会
裡
に
終

了
し
た
。

昭和32年11月20日発行

生

願

誕

念の
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年

崎

余
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さあ第 27号（昭和32年8月8日）
第3種郵便物認可l

｜区 分 1昭和J29年度昭和30年比昭和31年度｜ 昭和（予3算2額年）度
j ' 

① 普通建設事業 40,981 
、

26,667 
． 
22,4831 (1）補 肋 事業 6, 725 22,272 20,677 

ご一二二重；~主学曹主｛ゆ世豆整給扇：備食事史事施責設聾実Zご
2,045 210 420 

7,559 s,;:;25 

600 

簡易水道新設事業 6,164 8,715 〈特別会計とな9っ，8たo~

道路改良事業 744 390 1,586 1,332 

夜間航路標識償 S28 

一一一一」筒一l、卜一晶旦種l整昆屠堕主畜亙主嶋墾一
1,445 

- 2,240 

主購
一一 200 

149 
4,203 

18,5381 10,024 δ，592 5,990 

庁舎等改造事業 1,708' 102 54守

消路防施改良設 事主評議業 ． 729 i ,2oj 
2So 

一一語 6局， 6841 婦 620 

二j一~訴史4保診楠司3育寵学権百問所n問三~改訂建買－築車堅区取設型三夏事事事長華玄葉聾官車 7,638: 4,323 

890 

- ・(169j 2, 700 1,250 2,0而
1~720,- --1--;400一－ 680-

i ,949' 

土地改良事業 一 - 249 7501 500 

農業センタ ー I 112 900 
建設事 業 ｜ 

300 
一 一 ー 500 
一一－ b，吉行一一－s-.233・- 4，店主 1,583 

l，開3

二二二王532！一「 り14－~~ 2,1甜 1,5窃

事業 675 

~七単一重旦盟滝旦川里主提要二曹聾笠 一一一－ 42) 1,522 

1,014 

支生庁木災害程旧事業業 4241 
舎災害痘旧事 751 

林道等災害復旧事業 263 

①失業対策事業 3,357 一一－3;1砲 4,193 4,470 
(1）補 助 事業 3,357 3,708 4,193 4,470 

況状施実の費経的資技

ば
な
ら
ず
ま
た
町
財
政
の
運
醤
は
自
主
財

源
を
根
源
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

介
併
後
の
町
財
政
は
合
併
事
業
等
に
よ
一
い
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
「
な

り
、
中
小
半
の
思
ほ
と
赤
字
財
政
を
如
何
に
一
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
云
う
よ
う
な
一

し
て
制
作
し
て
ゆ
く
か
と
云
う
こ
と
に
非

一
時
的
な
仔
方
守
徒
ら
に
財
源
を
起
債
等
に

一
常
な
苦
心
と
努
刈
が
払
わ
れ
紡
扶
と
し
て

一袋
ね
利
子
支
払
の
明
大
と
赤
字
発
生
の
瀬

川
間
代
の
位
直
し
の
必
繋
が
生
れ
、
財
政
再

一
を
作
る
よ
う
な
こ
と
は
、
町
の
発
践
に
暗

位
計
闘
の
樹
立
を
見
る
こ
と
h

な
り
、
こ

一影
を
投
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
あ
く
ま
で

れ
を
一

転
制
に
近
き
将
来
に
健
全
財
政
の
一も
建
全
財
政
令
堅
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、

昭
光
を
見
出
す
こ
と
L
な
っ
た
の
で
あ
り

一
自
治
体
の
基
礎
を
確
固
た
る
も
の
に
し
住

ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
町
政
は
常
に

一民
の
福
祉
を
哨
逃
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

町
財
政
の
規
模
に
応
じ
た
も
の
で
な
け
れ
一
れ
ま
す
。

む

び

す

新

都千リ

詰j案

!l内j

非

情

の

庭

樋

口
茂
子

眠
狂
四
郎
無
制
控
四柴
回
航
一
一
一郎

回
想
十
年
第

一
巻

古

悶

茂

就
職
試
験
予
問

小
鳥
の
飼
い
方

鵬

司
償
制

動
物
事
典

岡
田
礎
監
修

随

筆

宮

本

武

線

宮

川
英
治

麻
薬
3
号

五
味
康
裕

電

水

氷

弁

龍

夫

社
会
主
義
野
々
村
一
雌
締

日
本
議
書
索
引
広
糊
敏
綱

日
本
古
典
文
学
大
系
9岩
波
書
店

今
日
の
い
の
ち
由
起
し
げ
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